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『きずな』では、仲間を募集しています！ 

き ず な 通 心 
発 行：千倉地域づくり協議会『きずな』  
 

企画編集：千倉担当地域づくり支援員 

〒295‐8601 南房総市千倉町瀬戸２２９４番地（南房総市千倉支所内） 

ーきずな通心 ２０号ー 

TEL：０４７０－４４－１１１３ 

FAX：０４７０－４０－１０１３ 

メールアドレス：chikura@royal.ocn.ne.jp 

平成２４年 ３月 

第２０号 

テ
ー
マ 

「
第
２
２
回
南
房
総
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
チ
を
成
功
さ
せ
よ
う
」 

 

千
倉
海
の
里
物
産
市 

 

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た 

 

３
月
４
日
（
日
）
に
千
倉
漁
港
で

千
倉
海
の
里
物
産
市
を
開
催
し
ま
し

た
。
朝
方
は
、
み
ぞ
れ
が
ぱ
ら
つ
く

寒
い
日
で
し
た
が
、
開
始
早
々
か
ら

大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
、
房
州
や
っ
ち
き
節
な

ど
音
楽
が
流
れ
、
海
産
物
や
農
産

物
、
花
が
い
っ
ぱ
い
並
び
、
楽
し
く

賑
や
か
な
千
倉
海
の
里
物
産
市
に
な

り
ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆
様
、
ご
協

力
頂
い
た
方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

－１－ 

武蔵野市や遠くは福岡県などからフラ

ワーマーチに参加があり、千倉海の里物

産市でお土産を買っていかれました。 

わかめの詰め放題は、袋にぎゅうぎゅう

いっぱい、どっしりとお持ち帰り。 

先着○○名様、買えた人は超ラッキー！ 

会員がおんだら山から切り出した竹に菜

の花を差して会場周辺を飾りました。 

会場がひときわ明るくなりました。 

テントは小中学校などから借用し、会場

準備と後片づけは会員と出店者で協力し

て行いました。 

くじらコロッケ、焼きそば、うどん、そ

ば、酒まんじゅう、いわし寿司弁当など

美味しいお店が並びました。 

家族連れや友達同士など、大人も子供も

観光客も、誰でも楽しめる物産市をこれ

からも続けていきたいと思います。 

３/４ 

きずなの会 
地域の中で助け合いのできる組織づくり

をしよう。 

 

 『ちくらに住んで良かった』と思える地域づくりを一緒に考え、活動しませんか。 

 どなたでも参加できます。 

 希望する活動グループへの入会申し込みは、千倉地域づくり協議会『きずな』正会員申込書

（裏面）に記載して『きずな』事務局へご提出ください。 
 

お問い合わせ先   ＴＥＬ ４４－１１１３ 千倉支所内『きずな』事務局                 

 あいさつ運動の予定（ ４月 ） 
 

日 時：４月 １6日（月）  

      ７：30 ～ ７：５０ 

 

場 所：七浦小学校 忽戸小学校 

    朝夷小学校 健田小学校 

 
 ピカピカの一年生を「おはよう」の 

あいさつで迎え、こどもたちの成長を 

みんなで見守りましょう。 

           きずなの会      

 千倉海岸の 

  美化活動をしましょう！ 
    

 毎月第３日曜日にが実施しているビーチクリーン

活動を地域づくり協議会『きずな』は応援していま

す。 

  

日 時：４月1５日（日）９時開始 

                           （３０分程度） 

場 所：南千倉海岸  

            かわじり橋北側駐車場に集合 
 

 

 

 

 
 

 
  

※ゴミ袋は用意します。 

   手袋や飲み物は、各自でご用意下さい。  

    

   主催 千倉海岸美化推進委員会 

Ｐ  

  

教習所  川  

  おはようございます！ 

  おはよう！ 

 入学おめでとう！ 

 各部会の紹介 

高家学ぼう会 
日本で唯一の料理の神を祀る高家神社を

地域資源として、高家神社の起源や歴史

を学び、市民と事業者が一体となった活

力あるまちづくりにつなげよう。 

千倉港・海の里づくりの会 
漁港施設及び周辺を活用したイベントを

開催し、千倉漁港に活気を取り戻そう。 

豊山海（ほうさんかい） 
地域資源を掘り起こして、地域の良さを

再認識しよう。 



 

 

 

高
家
神
社
で 

  

梅
見
会
が
行
わ
れ
ま
し
た 

 

二

月

二

五

日
（
土
）
、
二

六

日

（
日
）
の
二
日
間
、
谷
津
区
高
家
神

社
で
梅
見
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

食
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

南
房
総
五
窯
元
に
よ
る
陶
器
市
を
開

催
し
、
古
代
米
の
赤
飯
、
の
し
餅
、

大
福
や
キ
ン
セ
ン
花
の
花
び
ら
を
入

れ
て
餅
を
つ
い
た
「
金
も
ち
」
な
ど

の
販
売
に
協
力
し
ま
し
た
。 

 
 

 

お
ん
だ
ら
山
で 

  
 

河
津
桜
花
見
会 

 

白
雪
が
冠
し
た
富
士
山
を
は
じ
め
、

太
平
洋
や
房
総
丘
陵
の
山
々
が
一
望
で

き
る
「
お
ん
だ
ら
山
」
で
、
千
倉
町
内

小
学
校
六
年
生
が
卒
業
記
念
に
、
美
し

い
森
づ
く
り
活
動
と
し
て
記
念
植
樹
と

里
山
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

記
念
植
樹
は
、
「
わ
た
し
の
木
」
と

し
て
一
本
一
本
の
木
に
個
人
の
名
前
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
を
付

け
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

 

川
戸
区
お
ん
だ
ら
山
の
河
津
桜
花
見

会
が
、
二
月
二
五
日
（
土
）
、
二
六
日

（
日
）
の
二
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

寒
さ
の
せ
い
か
開
花
状
況
は
、
一
分

咲
き
程
度
で
し
た
が
、
ス
イ
セ
ン
が
満

開
に
咲
く
道
を
通
り
、
３
６
０
度
見
渡

せ
る
山
頂
に
登
る
と
何
と
も
言
え
な
い

開
放
感
を
感
じ
ま
し
た
。
野
点
や
つ
き

た
て
の
餅
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
や
新

鮮
な
農
産
品
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

河
津
桜
は
、
三
月
い
っ
ぱ
い
楽
し
め

そ
う
で
す 

 

千
葉
自
然
学
校
主
催 

 

シ
ニ
ア
自
然
大
学
体
験
講
座
の 

 
 

研
修
が
千
倉
で
あ
り
ま
し
た 

 

シ
ニ
ア
自
然
大
学
は
、
自
然
を
学

び
、
健
康
で
社
会
と
つ
な
が
る
充
実
し

た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
考
え
る
講
座
で

す
。
二
月
二
四
日
（
金
）
の
講
座
で

は
、
平
磯
区
の
磯
花
会
が
、
耕
作
放
棄

地
を
活
用
す
る
た
め
開
園
し
た
花
畑
や

オ
ー
ナ
ー
制
に
よ
る
花
畑
と
川
戸
区
た

の
く
ろ
里
山
保
存
会
が
、
三
二
町
歩
の

市
有
林
の
手
入
れ
を
里
山
条
例
を
活
用

し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
お
ん
だ
ら
山
の

説
明
を
受
け
、
現
地
を
視
察
し
ま
し

た
。 

 

小
学
校
卒
業
記
念
の
植
樹
＆ 

  

里
山
体
験
（
第
７
回
） 

平成   年   月   日 

千倉地域づくり協議会『きずな』正会員申込書 

千倉地域づくり協議会『きずな』 

  会長 星  正 芳 様  

私は、協議会の目的に賛同し、正会員として入会します。 

  フ リ ガ ナ 

氏  名  

性  別  

住  所  

 

男 ・ 女  
 

生 年 月 日  大・昭・平      年   月   日生 

Ｔ Ｅ Ｌ  

（〒    －     ） 

   南房総市千倉町 

 E－ Mail  

 FAX  TEL 

― ― 

 参 加 部 会  

 （複数可） 

○をお付け下さい 

１．きずなの会 ２．豊山海 ３．千倉港・海の里づくりの会 ４．高家学ぼう会 ５．未定 

 ご 意 見 等 
（どんな活動に興味があるかなど） 

切

り

取

り

線 


